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6月の人口動態
男 7，484 出生 16
女 8，225 死亡 8 
計 15，709 婚姻 11
1世帯数 3，969 離婚 1 

(末日現在〕

去
年
の
七
月
一
日
か
ら
、
統
合
中
学

校
敷
地
(
江
湖
)
の
即
め
立
て
工
事
に

着
工
、
十
一
月
十
六
日
に
紀
工
式
を
挙

行
し
て
か
ら
、
八
か
月
を
絡
た
今
日
で

は
、
約
七
割
完
成
し
、
校
舎
の
外
部
が

で
ま
あ
が
り
ま
し
た
。

い
つ
の
間
に
か
、
ミ
キ
サ
ー
の
音
は

っ
ち
の
音
に
変
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
は
、
外
装
工
事
の
最
中
で

す。
こ
の
あ
と
、
吹
ぎ
付
け
工
事
、
電
気

工
事
、
床
工
事
、
。
へ

γ
キ
工
事
な
ど
の

他
、
自
転
車
置
場
と
、
倉
庫
と
を
建
築

し
て
、
十
月
下
旬
に
芳
一
期
工
事
が
完

成
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
統
合
ー
中
学
校
の
建
築
費
は
、

一
億
六
千
九
百
万
円
で
、
規
格
は
、
鉄

筋
コ
ジ
ク
リ
|
ト
三
階
建
で
、
新
校
舎

は
、
四
棟
、
約
五
千
六
百
平
方
メ
ー
ト

ル
の
大
校
舎
で
す
。

学
級
数
は
、
特
殊
学
級
を
含
め
て
、

二
十
三
学
級
で
、
約
千
人
の
生
徒
を
収

容
。
普
通
教
室
お
よ
び
特
別
教
室
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
二
十
二
教
室
で
す
。

写
真
上
H
七
割
完
成
の
新
校
舎
へ
芳
一
二
通
用
門
か
ら

同
開
影
)

写
真
右
H
工
事
進
む
普
通
教
棟
(
疋
円
か
ら
撮
影
)

写
真
下
H
完
成
近
い
校
舎
全
容

(
7
叩
撮
影
)

6月の町政日誌

長浜町社会福祉協議会
総会

農業後継者資金、生活
改善資金の借入申し込

み者の現地調査

婦人の 1日水道技師座
談会

社会教育委員会

公民館運営審議会

須沢治水施設現地指導

松井j長道災害復旧事業
入札
老人学級開講

公民館主事会

幼児学級開講

長浜均議会常任委員長》

会(地域開発を積極的
に推進すことなど決定); 

豊茂農道現地測量(昭
和42年度事業分)

海水浴場の清掃 ? 

統合司学校建設特別委
員会(進ちよく中の統
合中学校建築事業につ
いて理事者から報告を
受けたあと、昭片 42年
度の施行事業の進め方ー

などについて協議
そのあと、江湖の建築
現場を視察)

伊ノ尾農道の現地測量

長浜海水浴場で、水上
安全信7願祭
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通
過
列
車
へ
の
合
図
と
方
法

よ
く
、
危
険
な
川
や
池
の
近
く
で
、

子
供
が
遊
ん
で
い
る
姿
を
見
か
け
ま
す

こ
ん
な
と
ぎ
に
は
、
お
と
な
の
ち
ょ
っ

と
し
た
一
言
の
注
意
が
、
子
供
を
事
故

か
ら
{
寸
り
ま
す
。

水
の
事
故
か
ら
子
供
た
ち
を
守
る
た

め
、
お
互
い
に
気
を
つ
け
、
地
域
全
体

で
協
力
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

、
、
ぶ
求
、
、
、
ミ
ミ
ミ
も
お
、
ミ
ミ
ミ
主
主
主
父
、
¥
話
芸
、
¥
注
主
主
主
玉
沢
、
主
主
K
E求
心
主
主
主
主
主
主
毛
並
苦
雪
量
宅
、
会
会
念
式
主
主

sb、
込
書
主
主
S
3
S
¥

問.'
:題i
fの;
:解j
:決j
dζ? 

i当j

iる?

自
動
車
が
、
踏
切
内
で
エ
ジ
ス
卜
、

あ
る
い
は
、
落
輪
な
ど
の
障
害
を
起
こ

し
た
と
き
、
(
す
ぐ
復
旧
で
き
る
も
の

は
別
と
し
て
)
踏
切
内
か
ら
紋
障
車
を

だ
そ
う
と
す
る
よ
り
も
、
ま
ず
、
列
車

へ
の
合
図
措
置
を
優
先
し
て
行
な
う
こ

と
が
大
切
で
、
特
に
、
見
通
し
の
悪
い

踏
切
で
は
、
最
も
緊
要
で
す
。

発
炎
筒
の
使
い
方
と
注
意

①
発
炎
筒
の
有
効
時
聞
は
、
約
五
分

で
、
直
線
路
の
場
合
は
、
列
車
が
、

一
キ
ロ
程
度
に
接
近
し
て
か
ら
使
用

し
て
も
、
効
果
が
あ
り
ま
す
o

i

l

i

-

-

-

A 

成
は

十日
1T 月
下
旬

一
毎
年
六
月
か
ら
、
七
月
、
八
月
へ
と

一
暑
さ
が
ま
び
し
く
な
っ
て
ぎ
ま
す
と
、

一
子
供
の
水
、
泳
や
、
水
遊
び
に
よ
る
事
故

一
が
目
立
つ
一
三
多
く
な
り
ま
す
。

一
去
年
の
水
の
事
故
の
う
ち
、
中
学
年

一
以
下
の
子
供
が
、
半
数
以
上
を
し
め
、

一
年
令
が
低
く
な
る
ほ
ど
多
く
な
っ
て
い

一
ま
す
。

一
小
学
生
て
中
学
生
に
く
ら
べ
て
.

一
ま
だ
学
校
に
上
っ
て
い
な
い
幼
児
の
水

一
の
事
故
が
非
常
に
多
い
と
い
う
結
果
が

一
出
て
い
ま
す
。

一
ど
ん
な
場
所
で
、
も
っ
と
も
多
く
の

一
事
故
が
起
っ
て
い
る
か
と
い
い
ま
す
と

一
幼
児
で
は
、
池
や
川
で
の
水
遊
び
中
が

一
多
く
、
小
学
生
や
、
中
学
生
は
、
川
や
一
近
年
、
交
通
事
故
は
ふ
え
る
い
つ
ぽ

一
海
で
水
泳
中
に
よ
る
も
の
が
多
く
な
っ
一
う
で
す
が
、
み
な
さ
ん
の
ご
家
疾
や
、

一

て

い

ま

す

。

一

知

り

合

い

の

方

の

な

か

に

悪

質

な

示

談

一
特
に
幼
児
の
場
合
、
水
遊
び
ゃ
魚
と
↑
屋
に
だ
ま
さ
れ
た
り
、
加
害
者
側
の
責

一
り
で
、
も
っ
と
も
、
多
く
の
死
亡
者
を
一
任
の
が
れ
に
あ
っ
た
り
し
て
、
賠
償
金

一
出
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
一
も
十
分
に
も
ら
え
ず
、
泣
き
寝
入
り
な

一
こ
れ
か
ら
真
夏
に
向
っ
て
、
水
の

ν
一
さ
つ
て
い
る
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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:
1
一
l
ズ
ン
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
子
供
を
↑
ま
た
、
働
き
手
を
交
通
事
故
で
失
な

一
↑
水
の
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
ど
ん
一
っ
た
り
、
か
ら
だ
が
不
自
由
に
な
っ
た

ら

万

で

そ

書

学

さ

懸

、

ぎ

お

れ

小

て

げ

・

一

一

‘
ナ
ん
か
旬
ぴ
つ
図
小
子
生
は
ず
さ
さ
離
つ
は
土
な
点
に
注
意
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
一
り
し
て
、
と
れ
か
ら
ど
う
し
た
ら
よ
い

づ

さ

氏

、

喜

き

習

生

満

一

o

付

氏

、

島

付

多

手

t

ニ

ま

F
、
子
供
2
、
ひ
と
J
で
、
!
や
一
か
F
g
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
い
ま
せ

亡

ア

一

子

子

呈

、

学

櫛

本

す

寄

茂

へ

娼

寄

喜

を

に

…

一

β

I

川

-
r

司
フ
一
付
満
満
例
大
は
、
。
大
ふ
ま
を
岡
校
旗
、
、
キ
お
こ
池
な
ど
へ
行
か
な
い
よ
え
不
断
か
ら
一
ん
か
。

一
ツ
一
一
珂
材
対

J
K杭
一

附

比

民

主

持

ι岬
一
閣
は
一
む
即
一
一
よ
く
い
い
、
卦
ふ
せ
て
お
く
こ
と
で
す
o

一
こ
の
よ
う
な
方
々
の
た
め
に
、
七
月

一
一
/
一
号
の
の
に
あ
学
万
ま
ち
い
ん
揚
の
灘
い
つ
白
邑
土
ま
た
、
子
供
が
よ
く
遊
ぶ
川
べ
り
や
二
日
か
ら
、
愛
媛
県
警
察
本
部
交
通
課

・

配

…

円

生

生

校

が

小

旬

れ

た

励

掲

坊

多

色

し

さ

、

崩

…

一

一

一
前
一
万
櫛
櫛
学
付
生
の
入
童
謝
に
旗
今
喜
木
?
は
国
。
一
一
池
な
ど
に
は
、
さ
く
を
設
け
る
な
ど
、
一
に
、
「
交
通
事
故
相
談
所
」
が
開
設
さ

…
占
ム
一

O

字

小

寄

櫛

こ

い

児

感

強

国

字

、

1
て
た
で
い
た
一
一
危
険
な
場
所
に
は
、
隣
近
所
で
よ
く
相
一
れ
ま
し
た
。
親
身
に
な
っ
て
問
題
の
解

一

l

|
大

世

一

ア

ャ

み

併

は

細

大

胡

，

mr…町
一
あ
れ
士
談
を
し
、
み
ん
な
で
、
事
故
を
防
ぐ
よ
一
決
に
あ
た
っ
て
く
れ
ま
す
。

i
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-
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-
-
Z
I
l
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-
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1
・i
l
-
-
z
i
-
-
i
l
l
-
-
:
い
一
う
対
策
を
立
て
る
こ
と
で
す
。
交
通
事
故
に
よ
る
被
害
者
の
多
く
は

-J数
以
上
が
幼
児

ぞ
ろ
し
い
水
の
事

①
列
車
の
運
行
時
間
と
の
関
連
か
ら

で
き
る
だ
け
多
く
の
発
炎
筒
を
所
持

し
て
く
だ
さ
い
。

③
ふ
た
り
が
、
両
方
に
わ
か
れ
て
、

で
き
る
だ
け
走
り
な
が
ら
、
振
り
回

わ
し
て
く
だ
さ
い
。

④
ひ
と
り
の
場
合
は
、
一
本
を
現
場

に
立
て
、
一
本
を
列
車
が
進
行
し
て

く
る
と
認
め
ら
れ
る
方
向
へ
走
り
な
『

が
ら
、
回
し
て
〈
だ
さ
い
。

徒
手
の
場
合
は
白
い
布
を
持
っ
て

①
小
さ
い
物
で
も
、
白
い
ハ
ン
カ
チ

な
ど
は
よ
〈
見
え
る
。
で
き
れ
ば
、

白
い

ν
ヤ
ツ
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と

が
効
果
的
で
す
。

②
単
に
手
を
振
る
だ
け
で
は
三
百
メ

ー
ト
ル
ぐ
ら
い
に
接
近
し
な
い
と
わ

か
ら
な
い
の
で
、
手
近
か
に
あ
る
も

の
、
身
に
つ
け
て
い
る
も
の
な
ど
、

な
ん
で
も
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

全
般
的
な
教
訓
事
項

①
お
お
む
ね
、
見
通
し
三
百
メ

l
卜

ル
以
下
の
踏
切
で
は
、
列
車
の
制
動

距
離
か
ら
見
て
、
列
車
の
運
転
士
が

踏
切
上
の
障
害
を
認
知
し
て
か
ら
で

は
、
間
に
合
わ
な
い
と
見
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

度
の
内
容
や
手
続
き
が
よ
く
わ
か
ら
な

い
た
め
に
、
と
か
く
、
不
当
な
賠
償
額

で
泣
き
寝
入
り
し
た
り
、
悪
質
な
示
談

屋
に
法
外
な
お
金
を
と
ら
れ
が
ち
で
す

交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
、
日

ご
ろ
か
ら
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
す
る
こ
と
心

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
不
幸
に
し
て
、

事
故
に
あ
っ
た
と
き
は
、
交
通
事
故
相

談
所
へ
で
か
け
て
、
損
害
賠
償
ゃ
、
将

来
の
生
活
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
相
談
所
で
は
、
専
門
の
交

通
事
故
相
談
員
ゃ
、
弁
護
士
が
相
談
相

手
に
な
っ
て
、
賠
償
金
の
も
ら
い
方
や

身
の
ふ
り
方
に
つ
い
て
親
切
な
指
導
を

し
て
く
れ
ま
す
。

111
I
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交
通
事
故
相
談
所
開
設

111111111 
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U

、

文

、

募

い

で

ず

消

円

円

日の

r

と

送

く

を

さ

ん

文

広

!

万

万

一

民

d
C

『

ん

放

ろ

文

だ

オ

選

別

K

1

0

0

』

(

文

集

~

持

動

ひ

叶

れ

る

一

げ

的

1

山

聞

紙

1

駅

間

協

ご

用

j
)
別

料

め

ら

し

す

の

ち

凹

防

的

貿

i
献

し

1
、
台
風
の
季
節
と
も
い
わ
れ
一
①
と
れ
い

H
U
h
-」一
前

募

~

吋

M
E
L
-主
主

川

町

L
L
M
L
L附

一

小

川

は

い

け

川

内

れ

れ

は

立

②

り

わ

目

白

:

頃

は

南

よ

一

一

懸

一

出

町

一

二

v
r
r山田
町

的

問

問

即

日

北

九

一
流
れ
に
流
さ
れ
て
行
く
様
子
に
よ
く
似
一
③
通
過
し
ま
す
と
、
西
よ
り
の
風
に
一

~
I
z
-
-
f
1
f
}
『

送

の

般

し

①

②

③

〔

だ

「

芝

一

て

い

ま

す

。

一

変

わ

り

ま

す

。

一

コ

叶

引

」

叶

引

っ

窓

門

誌

j
p

一
供
の
世
話
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
と
一
し
ま
い
ま
す
。

一
台
風
の
渦
は
、
台
風
の
ま
わ
り
の
大
一
台
風
進
路
の
左
側
の
場
合
一
応
悌
ほ
悼
疑
問
…
…
鵠
一
て
も
、
勉
強
な
ど
し
て
い
る
阪
は
あ
り
一
こ
れ
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
漁
業

一
規
模
な
空
気
主
主
流
さ
れ
て
移
動
一
①
ま
ず
、
台
風
が
近
づ
い
て
き
ま
す
一
吉
一
ー
バ
一
γ一…一トいえ一一

1
三
i山一一U
州

一

一

ま

せ

ん

。

一

と

い

う

職

業

で

す

か

ら

、

し

ょ

う

が

あ

一

し

ま

す

。

一

と

東

よ

り

の

風

が

吹

き

ま

す

。

一

松

山

内

以

て

け

νEm
一
冬
は
、
し
け
続
き
で
漁
が
少
な
い
の
一
り
ま
せ
ん
。

一
台
風
期
に
な
る
と
、
太
平
洋
虫
色
気
一
②
つ
ま
に
、
通
過
す
る
頃
は
、
北
ょ
一
…
一
九
一
山
下

rih--
…………一一

ιめれ
込
山
納
豆
、
な
ぎ
続
き
の
夏
に
体
を
無
理
し
て
一
漁
師
の
子
と
し
て
、
わ
た
く
し
は
、

一
圧
が
、
東
の
方
か
ら
日
本
附
近
に
張
り
一
り
の
風
に
変
わ
り
、
一

d
刊誌一言

:
;
;
~
i
7
i
一
で
も
稼
い
で
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
一
子
供
た
ち
に
、
つ
め
た
い
目
で
ど
な
り

一

出

し

、

そ

の

高

気

圧

の

ま

わ

り

の

流

れ

一

①

通

過

し

ま

す

と

、

西

よ

り

の

風

に

一

漁

師

の

子

の

生

活

一

ん

。

一

ち

ら

す

だ

け

で

な

く

、

漁

業

と

い

う

心

一

に

流

さ

れ

て

、

台

風

は

北

上

す

る

の

で

一

変

わ

り

ま

す

。

一

井

上

啓

一

一

し

け

の

日

は

、

網

の

手

入

れ

、

そ

し

一

身

と

も

に

疲

労

の

多

い

職

業

の

中

で

、

一

す

。

一

警

戒

と

準

備

一

わ

た

く

し

の

住

ん

で

い

る

地

区

の

大

一

て

お

金

が

は

い

る

と

、

一

度

に

は

い

る

一

「

も

っ

と

、

子

供

た

ち

の

こ

と

を

考

え

一
台
風
の
大
き
さ
一
①
集
中
豪
雨
ゃ
、
高
潮
の
災
害
事
故
一
部
分
は
、
漁
業
で
す
。
一
も
の
だ
か
ら
、
パ
ア
ツ
と
使
っ
て
し
ま
一
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と

o

V

印

紙

税

法

が

全

文

改

正

さ

一
わ
が
国
で
は
、
風
速
十
七
メ

l
ド

ル

一

は

一

瞬

の

で

き

ご

と

が

多

い

も

の

で

一

最

近

は

、

大

部

沖

の

方

へ

出

て

行

つ

一

い

ま

す

。

一

い

つ

も

そ

う

思

ラ

の

で

す

。

ー

一
以
上
の
も
の
を
台
風
と
よ
ん
で
い
ま
す
一
す
。
一
て
、
操
業
し
な
い
と
)
魚
が
い
な
く
な
一
で
す
か
ら
、
子
供
も
、
父
の
ま
ね
を
一
(
大
字
櫛
生
・
高
校
生
・
あ
ら
し
十
れ
ま
し
た

一
が
、
台
風
に
は
、
高
潮
二
口
向
波
@
こ
う
一
ま
た
、
山
く
ず
れ
も
、
「
ア
ツ
」
一
っ
て
困
っ
て
い
ま
す
。
一
し
て
、
性
格
が
、
自
然
は
で
に
な
っ
て
一
九
号
か
ら
@
写
真
H
総
理
府
説
供
)
六
月
一
日
か
ら
印
紙
税
法
が
全
文
改

一
ず
い
@
地
す
べ
り
、
そ
れ
に
、
が
け
く
一
と
い
う
聞
に
起
る
こ
と
が
多
い
も
の
一
で
す
か
ら
、
働
く
時
閣
を
多
く
し
て
や

j
;
F
露

関

野

襲

撃

議

襲

遺

留

正

に

な

り

ま

し

た

0

(

た
だ
し
、
改
正

一
ず
れ
な
ど
の
災
害
を
と
も
な
い
ま
す
o

一

で

す

。

一

生

産

を

ま

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

一

切

浮

い

崎

断

肝

機

鱗

鱗

鱗

機

繍

麟

鱗

麟

機

機

関

向

法

は

七

月

一

日

以

降

に

作

成

さ

れ

る

一

一

E

、

一

人

々

が

働

い

て

い

な

い

ま

だ

官

、

朝

一

終

戦

没

収

叫

ん

川

町

佐

川

崎

議

機

鱗

欝

畿

畿

議

仁

川

町

村

し

昨

日

間

一

②

囲

内

在

日

目

け

し

1
一
一
一
時
ど
ろ
か
ら
操
業
に
い
か
な
け
れ
ば
一
淀
川
州
民

r
v
q鱗一
ペ

機

機

鱗

も

U
片

山

口

付

け

ド

は

つ

、

ま一

H
U
H
-
2
3ぃ一
日

u
h
H
u
r
l
-
2ドと
父

母

は

沖

へ

川

一

川

崎

山

融

機

響

機

騒

纏

畿

日

日

i
帳
簿
の
二

一

風

速

二

十

五

メ

ー

ト

ル

以

上

で

三

;

強

い

の

で

特

に

火

の

元

に

在

五

日

立

一

躍

説

得

お

お

い

1欝
盤

機

欝

磯

称

を

限

定

列

挙

式

ご

し

や

一

風

半

径

が

、

四

百

キ

ロ

ま

た

は

、

そ

れ

一

注

意

し

ま

し

ょ

う

。

一

一

議

…

v
ね
ん
l
J
U
M
A
r
-
m
b
z山

撃

機

騒

襲

撃

襲

撃

機

翻

り

や

す

よ

り

ま

し

ど

J

が

一

可

の

場

合

に

は

超

大

型

の

台

風

で

一

④

よ

ー

を

つ

く

っ

て

お

き

ま

し

一

ん

下

し

て

も

両

親

と

い

っ

し

ょ

に

一

郎

松

守

麟

騨

機

鶴

麟

鱗

麟

欝

口

咋

二

倍

程

i上
げ
J

一
台
風
が
、
北
純
一
一
十
度
付
近
ま
で
進
一
⑤
ポ

l

ダ多iプ1レJ-ラブ3
;
@
衷
中
電
灯
旦
一
王
生
活
号
し
た
す
り
、
接
す
る
時
間
が
少
な
く
三
一
ん
ん
夜
一
川
夜
努
川
緩
翠
液
唆
山
主
一
弘
主
い
叩
ツ
ど
に
ζ~γλパ弘νιへ私九内悦九1消

なi
手

一

?7
ん
主
で
:
〈iる
と
気
象
言
片
で

;ι:そろ人そ土一
7やロ
:!Jソク
j炉?;
どzの?
必

要

1で工十
τなU口リ什吋…よj帰空つ
て
?
く
る
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叶
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刊
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鱗
鞠
韓
騒
轡
嬢
繍
器
離
し
て
河
税
が
設
げ
ら
れ
ま
し
た

誠
一

u
r
u
t
h
-
-
Fのよ
よ
と
と
を
平
生
か
ら

-UHHMmum-一
一

川

政

1欄
鱗

機

嫌

腕

議

議

る

い

げ

γ
一
九
日
日
十
日
日
一
一

2
i
d
-
l
i
t
-
-とめ
ま
し
一
な
れ
家
で
は
兄
姉
は
子
一
山
一
一
一

mw融
機
機
騒
畿
日
J
U
U
M
4
H
P

台

風

進

路

の

右

側

の

場

合

一

-

一

i

l

i

l

i

-

-

J

i

l

j

;

;

!

;

:

満
非
課
枕
)

一
化
し
て
、
ほ
と
ん
ど
五
才
ま
で
に
良
心
一
イ
ジ
フ
ル
エ
手
、
流
行
性
耳
下
セ
シ
一
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
州
一
い
て
し
ま
う
を
は
ゆ
か
な
い
の
で

川

H
H
H
川

H
H
H
H
川

川

川

l

i

n

i

n

-

H

一

を

形

成

す

る

の

で

す

か

ら

、

震

に

お

一

炎

な

ど

に

か

か

る

と

、

吉

宗

生

ま

一

主

立

骨

炎

皇

子

。

一
け
る
幼
児
教
育
は
、
き
わ
め
て
重
大
で
一
れ
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。
一

i
l匹
ι
J
R
l
三
日
弓
ユ
一
い
ち
い
ち
、
通
話
者
の
了
解
を
得

三

つ

子

の

魂

百

ま

で

①

一

す

い

の

意

味

に

お

い

て

今

回

か

ら

一

つ

注

目

町

内

引

は

じ

UUれい
町

叫

川

川

刊

川

あ

一

~uurHUM-ur

一

数

回

に

わ

た

っ

て

、

子

ど

も

の

養

育

の

一

り

ま

す

。

一

る

場

合

、

放

送

開

始

ま

で

に

、

一

1
一
二
所
へ
連
絡
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

一
要
点
を
胎
児
期
か
ら
、
青
年
前
期
ま
で
十
③
サ
リ
ド
マ
イ
ド
系
の
薬
品
の
害
は
一
分
位
寺
田
叫
が
あ
る
の
に
、
有
線
放
送
の
一
ん
の
で
、
そ
の
時
間
も
必
要
な
の
で

一
に
わ
た
っ
て
市
究
し
て
ゆ
く
こ
と
に
い
一
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
サ
ル
フ
ァ
剤
、
一
交
換
引
i

「
臨
時
放
送
が
、
は
い
る
一
す
。

て
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
が
善
で
あ
り
、
十
た
し
ま
し
た
一
麻
酔
薬
、
ぺ
ニ
ジ
リ
ン
、
ピ
タ
ミ
K
な
一
の
で
す
」
と
い
っ
て
、
断
わ
っ
て
一
し
た
が
っ
て
、
最
底
、
二
分
間
は
必

き
び
し
い
顔
色
で
し
か
る
こ
と
が
悪
で
一
て
胎
児
期
(
生
ま
れ
る
一
ど
も
、
医
師
の
指
示
を
受
け
、
み
だ
り
一
継
い
で
く
れ
な
い
が
、
あ
の
一

l
二
分
一
要
な
わ
け
で
す
。

あ
る
こ
と
を
感
じ
と
り
な
が
ら
、
道
徳
一
一
に
服
用
す
る
こ
と
は
、
慎
む
こ
と
が
大
一
の
時
聞
を
お
く
の
は
、
ど
う
し
て
で
ず
一
二
分
間
の
間
を
と
ら
ず
に
、
急
速
に

性
を
身
に
つ
け
て
ゆ
く
の
で
す
o

-

前

か

ら

の

健

全

育

成

)

一

切

で

す

。

一

か

。

(

大

{

子

長

浜

K

-

Y

生

)

一

放

送

す

る

場

合

は

、

い

ま

の

と

と

ろ

、

ま
た
、
発
達
段
階
に
即
し
て
、
幼
児
一
①
妊
婦
は
、
必
ず
町
長
に
届
け
出
て
一
⑦
正
し
い
胎
教
を
持
ち
、
心
身
と
も
一
門
答
凶
臨
時
放
送
の
場
合
、
火
急
に
放
一
通
話
中
の
コ
l
ド
を
了
解
を
得
ず
に
、

の
あ
る
時
期
に
し
つ
け
れ
ば
容
易
で
す
一
母
子
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
医
師
、
保
一
に
平
衡
の
と
れ
た
精
神
状
態
、
生
ま
れ
一
送
す
る
こ
と
は
、
で
、
芳
、
ま
せ
ん
の
で
、
二
斉
に
、
抜
き
さ
る
よ
り
他
に
方
法
は

が
、
成
長
し
て
後
に
し
つ
け
よ
う
と
す
一
健
婦
、
助
産
婦
の
定
期
的
な
指
導
を
受
一
て
く
る
子
ど
も
へ
の
愛
情
、
適
度
な
運
一
少
な
く
と
も
、
二
分
間
は
必
要
で
す
。
一
な
い
よ
う
で
す
。

れ
ば
、
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
よ
う
な
一
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
一
動
、
栄
養
が
、
健
全
な
子
ど
も
を
持
つ
一
な
ぜ
か
?
と
い
い
ま
す
と
、
一
ご
不
満
か
と
は
存
じ
ま
す
が
、
事
情

生
活
行
動
様
式
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
一
②
精
神
薄
弱
児
の
三
十
労
は
、
胎
児
一
こ
と
の
で
ま
る
要
因
で
す
。
一
①
臨
時
放
送
を
を
す
る
場
合
、
「
臨
一
を
察
し
て
い
た
だ
い
て
、
交
換
業
務
遂

親

の

教

戒

が

、

愛

と

と

も

に

子

ど

も

一

期

の

母

飴

の

健

康

に

原

因

が

あ

り

ま

す

時

放

送

が

、

は

い

り

ま

す

」

と

い

っ

一

行

に

、

ご

協

力

を

闘

い

ま

す

。

に
お
く
ら
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
が
内
面
妊
婦
が
妊
娠
初
期
に
、
フ
ク
V
ン

、

て

、

通

話

中

の

コ

l
ド

を

一

斉

に

抜

一

(

文

書

誤

長

)
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成

長

し

て

か

ら

で

は

お

そ

い

昭和42年7月20日

母い三と
母親人わ才人い昔
親の悶れか間わか
が顔がてらのれら
、色最い五性ま
にや初ま才格す「
こ態、すまの。三
に度善。で基 っ
こに悪 l仁木 子
しょをつと の
てる知 くな 魂
頭もる らる 百
をのの れも ま
なでは るの で
です、 とは 」

(参

資
料
「
家
庭
教
育
」
)

一

役

一

一

員

一

一

が

一

学

一

校

一

を

一

散

一

髪

一

喜

多

灘

校

みと4
チ

喜
多
灘
小
学
校
の
P
T
A
役
員
全
員
一
散
髪
で
す
ラ
イ
」
と
。

が
、
先
般
、
山
着
姿
で
、
手
に
子
に
の
一
学
校
周
辺
と
教
主
の
周
回
の
木
の
校

こ
ぎ
り
や
、
か
ま
を
持
っ
て
集
ま
り
ま
一
を
切
っ
て
、
午
前
中
に
、
学
校
の
散
愛

し
た
。
「
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
?
」
一
を
し
ま
し
た
。

と
先
生
も
ビ
ッ
グ
リ
仰
天
メ
一
児
童
た
ち
は
、
明
る
く
な
っ
た
教
室

役
員
の
方
い
わ
く
。
一
で
、
仲
び
仲
び
と
学
則
自
に
励
ん
で
い
ま

三
で
よ
ろ
は
、
一
日
奉
仕
で
、
学
校
の
一
す
。

通
帳
は
、
一
冊
四
十
円
。
判
取
帳
は

一
冊
四
百
円
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
物
品
受
領
吾
、
身
元
保
証
書

な
ど
は
、
非
課
税
に
な
り
ま
し
た
。

マ
建
設
省
が
肱
川
を
管
理

肱
川
は
、
こ
と
し
の
六
月
一
日
か
与

一
級
河
川
に
な
っ
た
た
め
、
建
設
省
が

管
理
す
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
肱
川
」
は
、
大
洲
市
川
木
の
寓
土

橋
下
流
約
二
十
メ

l
l
ル
の
所
か
ら
い
仰

に
平
一
る
ま
で
と
、

「
矢
落
川
」
は
、
大
洲
市
新
谷
の
金

比
羅
崎
下
流
約
九
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
松

川
と
の
合
流
点
ま
で
の
間
で
。

つ
ぎ
の
よ
う
な
事
態
が
お
き
た
と

g

に
は
、
建
設
省
大
削
工
事
事
務
所
ま
た

は
、
秋
川
出
張
所
に
中
し
山
山
て
許
可
を

。

にげお
効昼ましく〉
果寝しゅぜ
が、よとひ
あこうめ
りれ。さ昼
まは ん寝
す体 がを
。力
毎の心
日目を

) 午復配

后H----後につ
I JJl十宍 、非 て

一市あ

宅事

wv
勤
め
人
の
奥
さ
ん
も

国
民
年
金
に
加
入
を

任
意
加
入
被
保
険
者
に
な
れ
る
人
は

他
の
公
的
年
金
制
度
か
ら
現
に
年
金
を
一

受
け
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
将
来
何
一

ら
か
の
形
で
保
障
の
道
が
開
か
れ
て
い
一

る
の
で
、
国
民
年
金
の
強
制
加
入
被
保
一

険
者
か
ら
除
か
れ
て
し
ま
す
が
、
さ
ら

7

に
多
く
の
保
障
を
受
け
た
い
と
思
う
人
一

の
た
め
に
、
希
望
し
て
国
民
年
金
に
加
一

入
す
れ
ば
、
国
民
年
令
奇
か
ら
も
、
保
ー
陣
一

が
う
け
ら
れ
ま
す
。

円
札
意
加
入
で
き
る
勤
め
人
の
奥
さ
ん

は
、
ま
だ
、
当
川
に
約
五
百
人
レ
る
と

推
定
さ
れ
て
レ
ま
す
っ

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
方
口
、
半
く

加
入
さ
れ
る
と
と
を
お
す
す
め
い
た
し

ま
す
。

時
間
位
、
同
日
寝
の
時
間
を
と
り
ま
し
よ

ど
叶
ノ
。

と
く
に
、
お
し
ゅ
う
と
め
さ
ん
は
、

一
お
嫁
さ
人
に
、
気
が
ね
な
く
昼
寝
が
で
ハ

き
る
よ
う
、
心
を
配
っ
て
あ
げ
て
く
だ
一

さ

い

。

一

「
さ
あ
一
絡
に
昼
寝
し
ま
し
ょ
う
」
一

と
、
お
し
ゅ
う
と
め
さ
ん
が
、
お
嫁
さ
一

ん
を
さ
そ
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
一

八
〉
い
よ
い
よ
パ
ハ
月
を
迎
え
ま
し
た
。
一

宇
隅
聞
を
み
ま
す
と
、
こ
の
月
は
、
行
事
の
一

多

い

月

で

す

。

一

み
な
さ
一
ま
の
地
区
で
も
盆
踊
り
大
会
一
4

が
開
か
れ
る
な
区
、
に
草
や
か
な
太
鼓

の
音
が
、
夜
ふ
げ
ま
で
聞
こ
え
て
ぐ
る

一
で
し
ょ
、
ヮ
。
e

一

O
夏
は
プ
日
が
暮
れ
る
の
が
お
そ
い

一
の
で
、
つ
い
お
そ
く
ま
で
仕
事
を
し
、

一
夕
食
も
お
く
れ
、
寝
る
時
間
が
お
そ
く

一
な
り
が
ち
で
す
。
、
そ
し
て
、
朝
は
、
早

一
く
起
き
ま
才
の
で
、
時
限
時
間
が
一
規
か

一
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
少
な
く
と
も

一七

1
八
時
間
は
眠
る
よ
う
に
い
た
し
ま

一
し
よ
う
。

一
。
あ
な
た
の
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

一
地
区
の
、
ど
ん
な
小
さ
な
ニ
ュ
ー
ス
で

一
も
話
題
で
も
結
構
で
す
か
ら
、
ど
ん
ど

一
ん
教
え
て
下
さ
い
。

一
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

(
広
報
係
)


